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研究成果の概要（和文）：本研究は，おいしさをネガティブな側面をも含む複合的な情報と捉え，シズルという
感覚的言語表現を用いることで，様々な場面で柔軟に活用可能な新しい情報として提供し，人々の飲食の満足
度，ひいてはその生活の質を向上することを目指している．本研究では，シズルワードに着目した上で，「おい
しくない」ことを表現する言葉を「アンチシズルワード」と定義し，アンチシズルワードを収集し，シズルワー
ドと併せて多角的なシズル情報として提供するための手法を検討・構築した．

研究成果の概要（英文）：This study considers good taste as complex information that includes 
negative aspects, and aims to provide it as new information that can be used flexibly in various 
situations by using the sensory linguistic expression of sizzle, thereby improving people's 
satisfaction with eating and drinking, and ultimately, the quality of their lives. In this study, we
 defined "anti-sizzle words" as words that express "not tasty." We collected anti-sizzle words, and 
studied and developed a method to provide multifaceted sizzle information together with sizzle 
words.

研究分野： ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： 飲食情報　おいしさ　シズルワード　ユニバーサル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義や社会的意義は，（1）従来用いられていたシズルワードを基盤データとし，（2）シズルワ
ードの多面性の有無や，（3）未知のアンチシズルワードを収集する手法を検討し，（4）飲食におけるユニバー
サルなシズル情報提供を可能にしようとしている点にある．これまで，おいしさの情報についてネガティブな側
面を取り入れて提供する方法は十分に検討されていない．本研究において明らかとなった知見を利用することに
より，多様な人々の飲食満足度を向上させることが可能となり得る．また，日本の飲食情報の充実化は，国内外
に日本の食の魅力を伝達する有力な手段ともなり，観光業の発展という社会的波及効果が見込まれる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
厚生労働省は，21 世紀における国民健康づくり運動を推進しており，国民が健やかで心豊か

に生活できる活力ある社会とするため，生活の質（QOL）の向上を目標の一つとして掲げてい
る．QOL には飲食が密接に関連し，飲食は QOL の維持・向上において重要な要素の一つであ
る．また，新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い，打撃を受けた飲食業界の活性化につなげ
るため， GoTo イートキャンペーンなどの政策が実施され，今後，感染対策への考慮と併せて，
旅行や外食の促進などが予想される．近年，Web 上のグルメサイトには，飲食に関する多様な
情報が蓄積され，日常生活や観光などの様々な場面において，人々はそれらを利用可能である．
しかし，膨大な情報の中から自分にとって必要な情報を見つける必要があるなど課題を抱えて
おり，利用者にとって適切な環境が整っているとは言い難い． 
また，個人の属性（嗜好・制限）により，同じ飲食物であっても感じるおいしさや得られる

満足度は必ずしも一致しない．例えばコシのあるうどんを食べる場合，固めのうどんが好きな
人は「おいしい」と感じる可能性が高いが，柔らかいうどんが好きな人は「固すぎる」「好みで
はなかった」と感じ，おいしさの程度が異なる可能性がある．おいしさに関するポジティブな
情報をみて注文した際，もし苦手な食材等が利用されていた場合，その人にとっては期待した
おいしさが得られず，不満足感に繋がる可能性もある．さらに，体質や病状，宗教などにより
飲食内容が制限される場合もある．そのため，飲食の満足度向上には，食事の制限などに対応
可能としつつ，従来着目されてきた「好き」といったポジティブな側面だけでなく，「苦手」「嫌
い」「食べられない」といったネガティブな側面を考慮する必要がある． 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，おいしさをネガティブな側面をも含む複合的な情報と捉え，シズルという

感覚的言語表現を用いることで，様々な場面で柔軟に活用可能な新しい情報として提供し，人々
の飲食の満足度，ひいてはその生活の質を向上することである．おいしさを表す際，日本語で
は「ふわふわ」「ジューシー」「新鮮な」のような言語表現を用いることが多い．このように，
人々に「おいしそう」だという感覚を共有させ，飲食の欲求を喚起する言葉を「シズルワード」
と呼び，これらは消費者向けに商品パッケージなどで用いられたり，消費者自身が他者におい
しさをアピールするために用いられたりしている． 
一方で，シズルワードの中には，例えば「甘い」「辛い」といった，人の嗜好によっては必ず

しも好意的には捉えられない可能性のある表現も含まれる．また，「おいしくない」と感じたこ
とを口コミとして投稿する際には，より直接的にネガティブな感情を示す表現が用いられる可
能性もある．本研究では，シズルワードに着目した上で，「おいしくない」ことを表現する言葉
を「アンチシズルワード」と定義し，アンチシズルワードを収集し，シズルワードと併せて多
角的なシズル情報として提供するための手法を検討・構築する． 
 
 
３．研究の方法 
本研究は，従来シズル情報として取り扱われてきた「おいしい」「好き」のようなポジティブ

な側面に加えて，「おいしくない」「嫌い」「苦手」「摂取できない」といったネガティブな側面
を考慮に入れ，多角的かつ複合的なシズル情報提供手法を確立することを目的とする．そこで，
（1）従来のシズルワードにおけるアンチシズル的用途の有無の分析，（2）アンチシズルワード
として用いられる表現の分析と収集手法の検討，（3）シズルワードとアンチシズルワードに基
づき構成した複合的シズル情報提供手法の構築を行う． 
まず，おいしさに対するネガティブな表現の特徴を大規模に分析するために，分析用のデー

タ収集を行う．既に定義・分類されているシズルワードを含むデータを分析し，シズルワード
がアンチシズルワードとしても用いられている事例を調査し，シズルワードの新たな分類を検
討する．次に，分析用データから，「おいしくない」という感覚のみを示す表現を含むテキスト
を抽出し，具体的においしくなさはどのように表現されているのかを分析し，それらの収集手
法を検討する．これらの結果をもとに，多角的なシズル情報として構成し，その提供手法を検
討・構築する． 
 
 
４．研究成果 
 Twitter（現在の「X」）には，消費者自身の行動や体験などが多く投稿されており，人間の一
般的な活動の一部である飲食に関する感想などの有益な情報源の一つとなる．そこで，おいし
くないことに関する表現を分析するために，Twitter を対象とした分析を行った．2017 年～
2022 年の期間に投稿されたツイートからランダムサンプリングした 1000 件を対象データとし，
おいしくないことの表現について分析を行った．本研究では，以下の手順でアンチシズルワー



ドの抽出・分類を行うこととした． 
1） 検索キーワードによるツイートの抽出 

美味しくないことを直接的に意図し得る11種類のキーワードを含むツイートを抽出する． 
2） ツイートに対する前処理 

ツイートから Twitter 特有の文字である URL やハッシュタグ，絵文字などを削除する． 
3） ツイートの形態素解析 

ツイートの表記ゆれを吸収するため，形態素解析器 MeCab を使用して原形に統一する． 
4） 対象とするデータのランダムサンプリング 

目視による分類が可能な範囲のデータ数として，1,000 ツイートをランダムサンプリング
する． 

5） アンチシズルワードの抽出 
ランダムサンプリングしたツイートの内容を目視しながら，飲食に関する否定表現として
利用されている言語表現を抽出し，シズルワードの 3 系統へと分類する． 

 
分析の結果，抽出されたアンチシズルワードを表 1 に示す．今回の分析においては，471 語

句がアンチシズルワードとして用いられ得ることを明らかにした． 
 

表 1 アンチシズルワードとして抽出された言語表現 

 
 
また，本研究で得られた多角的なおいしさ情報に関する知見をもとに，ユーザの潜在的嗜好

に合わせて飲食に関する情報を提供する仕組みの一つとして，お土産を対象とし，ユーザの潜
在的嗜好に基づく情報提供手法についても検討を進めた． 
図 1 にシステム構成図を，図 2 に潜在的嗜好に基づく情報検索画面例を示す．Twitter やク

チコミサイトから，おいしさを意図するシズルワードだけでなく，分析により明らかとしたア
ンチシズルワードも対象としてお土産に関する情報を収集し，ユーザの潜在的嗜好を推定・提
供する． 
 

 
図 1 システム構成図 

 



 
図 2 お土産に関するおいしさ情報検索結果の画面例 
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